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障害者権利条約 

障害は個人ではなく社会にある 
👉学校・授業にある 

我々のことを我々抜きに勝手に決めるな 
👉支援方法(学び方)は自分で選択する 



基礎的環境整備と合理的配慮



平等(EQUALITY) と 公平(EQUITY)



通常学級
学級の中でのICTの使い方 
 通常の学級の中で、苦戦している子供たちは、発達
障害をはじめ、子供たち一人一人の多様な特性 が関
係している場合があります。  その特性に配慮して支
援を行うために、ICTを用いることが効果的な場合が
あります。 
 ICTを用いた支援は、クラスの中で 
1.ICT機器をすべての子供に用いる  
2.ICT機器を教材の1つの選択肢として、子供が選び
使用する  
3.ICT機器を発達障害のある特定の子供にのみ用いる 
など、様々な用い方が考えられます。 



ユニバーサルデザイン授業

合理的配慮

一斉指導 
視覚支援

教材配布・回収
拡大提示・電子黒板

協働学習・プレゼンテーション

個別学習

(クラスに1台)

(グループに1台)

(一人に1台)
読む 
書く 
計算する 
記憶する 
推測する

機能代替



基礎的環境整備 

ユニバーサルデザイン授業



カメラ



編集→マークアップ 手書き



編集→マークアップ 拡大鏡



Touch Color



Rotate & Flip



CMV



校務の効率化 

教材作り



Sccanble



Google 翻訳



AC Flip



書き順レコーダー



合理的配慮 

機能代替



教員



ディスレキシア



ADHD傾向



もじかめ



デイジーポッド



MyScript Calculator



Snap Type



Facebook 



http://npo-atds.org

Web 

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

